
DXLIVEの安全性レポート（海外サイトのリスク
と対策） 

 
はじめに 

DXLIVE（デラックスライブ）は、アメリカに拠点を置く海外のライブ配信サイトだ。2002年の

サービス開始から20年以上の運営実績を持ち、報酬単価の高さから日本国内でも多くの

チャットレディに利用されている。 

一方で、「海外サイトは危険なのでは？」「法律的に大丈夫？」といった不安の声も少なくな

い。本レポートでは、DXLIVEの安全性について、国内サイトとの比較を交えながら正確に

解説する。 

 
1. DXLIVEへの出演は違法ではない 

まず結論からお伝えすると、DXLIVEにチャットレディとして出演すること自体は、違法では

ない。 

ただし、海外サイトであっても日本国内から配信を行う場合には日本の法律が適用される

可能性があるという点は、必ず理解しておく必要がある。 

特に注意が必要なのはわいせつ性の高い配信だ。不特定多数に向けたわいせつな映像

の配信は、刑法のわいせつ物頒布等の罪（刑法第175条）に問われるリスクがある。局部

の露出はその典型例として挙げられるが、厳密には「不特定多数への配信」と「わいせつ

性の有無」が法的判断のポイントとなる。意図的な行為はもちろん、うっかり見えてしまった

ケースであっても問題となり得るため、十分な注意が必要だ。 

配信中に男性ユーザーから「海外サイトだから日本の法律は関係ない」「みんなやっている

から大丈夫」などと唆されるケースも報告されているが、こうした発言は絶対に鵜呑みにし

てはならない。 

国内サイトとの違い 



国内サイトの場合、違反行為が発生しそうになると自動的に配信が切断される仕組みが

整っているサイトも多い。しかしDXLIVEをはじめとする海外サイトにはそのような保護機能

がなく、自分自身でラインを守る必要がある。この点は国内サイトと海外サイトの大きな違

いのひとつだ。 

 
2. 映像流出リスクについて 

DXLIVEを含む海外サイトは、国内サイトに比べて録画・映像流出のリスクが高い傾向に

ある。流出先として挙げられるのは主に海外発のアダルト系動画サイトだ。 

国内サイトとの違い 

国内サイトでは、配信映像にサイトのロゴ（ウォーターマーク）が入る仕組みが一般的だ。こ

れにより、万が一映像が流出した場合でも、抑止力・追跡のしやすさという点で一定の対策

が講じられている。一方、DXLIVEにはこうした保護機能が弱く、流出リスクは相対的に高く

なる傾向がある。 

ただし、国内サイトであっても映像流出の可能性がゼロとは言い切れない点は念頭に置い

ておく必要がある。国内・海外を問わず、配信時のリスク管理は自分自身で徹底すること

が前提となる。 

 
3. 身バレ・流出への具体的な対策 

DXLIVEで活動する場合、身バレや映像流出への対策は必須だ。以下の対策を徹底した

上で活動することが推奨される。 

顔を出さない配信が最も安全な方法であり、マスク着用や口元のみを見せるスタイルが広

く取られている。DXLIVEではマスク着用での配信が多い傾向にある。 

顔出しで配信する場合は、以下の対策を必ず講じることが求められる。普段とメイクや服

装をがらっと変える、ウィッグを着用する、眼鏡をかける、ほくろなど個人を特定しやすい特

徴をメイク等で隠すといった対策が基本となる。また、プロフィールにはニックネームを使用

し、個人情報は一切載せないことが鉄則だ。 



 
4. アダルト度と法律リスクの連鎖 

DXLIVEはアダルト配信がメインの文化であり、国内サイトのようなノンアダルト専門ジャン

ルは存在しない。ノンアダルトでの活動が完全に不可能というわけではないものの、集客

が弱く単価も出にくいため、現実的に安定した活動は難しい傾向がある。 

国内サイトとの違い 

国内サイトにはノンアダルトというジャンルが存在しており、アダルト要素なしで活動できる

サイト・プランが複数用意されている。例えばライブでゴーゴーはノンアダルト専門サイトで

あり、VI-VOやガールズチャットもノンアダルト対応を行っている。 

DXLIVEでの活動はアダルト度が高くなりやすく、アダルト度が高まるほど法律違反リスク

や映像流出リスクも連鎖的に高まるという構造を理解しておくことが重要だ。 

 
5. 報酬受け取りに関するリスク 

DXLIVEの報酬受け取り方法は、銀行振込（月1回）とプリペイドカード（月2回）の2種類が

ある。それぞれにリスクと注意点が存在する。 

銀行振込の場合、海外からの送金を理由に銀行から確認の連絡が入るケースがある。近

年、海外からの不正送金を警戒している銀行が増えているためだ。海外からの報酬と説明

すれば問題ないケースが多いとされているが、深く内容を確認される可能性もある。 

プリペイドカード（コスモペイメント）の場合、振込履歴が口座に残らないというメリットがあ

る。家族に知られたくない方などにとっては有効な選択肢だ。ただし初回のカード発行に手

数料がかかるほか、月3ドルの維持費が発生する。 

国内サイトとの違い 

国内サイトの多くは「随時・最短翌日〜2日後」の即日精算に対応しており、振込手数料も

数百円程度と明確だ。DXLIVEは月1〜2回の決まったタイミングでの精算となるため、即

金性を求める場合は国内サイトが有利となる。 

 



6. 代理店経由で登録する場合のリスク 

DXLIVEへの登録は、直接サイトに登録する方法と、チャットレディ代理店（事務所）経由で

登録する方法の2種類がある。 

代理店経由の場合、配信専用のチャットルームに通勤できる点がメリットだ。自宅での配信

が難しい方にとっては有効な選択肢となる。しかし、DXLIVEに対応している代理店には悪

質な事業者が多い傾向があるため、慎重な見極めが必要だ。 

また、代理店の公式サイトに「報酬率70〜80％」と記載されているケースがあるが、これは

DXLIVEから事務所に入る金額に対しての割合であり、直接契約の報酬率（30％）を上回

るものではない。数字の見せ方に惑わされないよう注意が必要だ。代理店とのやりとりで

少しでも違和感を覚えた場合は、契約を見合わせることを強く推奨する。 

自宅での配信環境が整っている場合は、直接登録の方が報酬率・安全性の両面で有利と

いえる。 

 
7. DXLIVEの安全性：国内サイトとの総合比較 

比較項目 国内サイト DXLIVE 

法律リスク 比較的低い傾向 自己管理が特に重要 

自動保護機能 あり（違反行為で配信切断） なし（自己判断が必要） 

映像流出リスク 比較的低い傾向（ロゴ入り対

策あり） 
比較的高い傾向 

アダルト度 ノンアダルト対応あり アダルトメイン 



即金性 高い（最短翌日） 低い（月1〜2回） 

報酬受け取り 銀行振込（シンプル） 銀行振込・プリペイドカード 

代理店リスク トラブル事例あり・要注意 トラブル事例が目立つ・特に

要注意 

サポート体制 充実（24時間対応サイトあり） 日本語対応可 

 
おわりに 

DXLIVEへの出演は、それ自体が違法となるわけではない。 

ただし、国内サイトと比較すると法律リスク・映像流出リスク・代理店リスクなど、自己管理

が求められる場面が多い。 

DXLIVEでの活動を検討しているのであれば、本レポートで紹介したリスクと対策を十分に

理解した上で、慎重に判断することが重要だ。特にチャットレディとしての活動が初めての

方は、まず国内サイトで経験を積み、リスク管理に慣れてからDXLIVEに挑戦するという流

れが現実的な選択といえる。 

どちらのサイトを選ぶ場合も、自分自身を守るための知識と対策を十分に持った上で活動

することが何より重要だ。 

 
本レポートの情報は2026年5月時点のものです。各サイトの報酬・規約等は変更される場

合があります。最新情報は各サイトの公式情報をご確認ください。 

調査・作成：メルレラボ編集部（2026年5月） 

出典 



●​ e-GOV法令検索「刑法第百七十五条（わいせつ物頒布等）」

https://laws.e-gov.go.jp/law/140AC0000000045#Mp-Pa_2-Ch_22-At_175 
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